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は約 10 THz である．従来，光の強度のみを用いた 2 値の強度変調・直接検波方式による
10 Gb/s，50 GHz 間隔 WDM システムでは，周波数利用効率 0.2 b/s/Hz であったが，4
値の偏波多重 QPSK のディジタルコヒーレント方式を用いた 100 Gb/s, 50 GHz 間隔









用効率 4 b/s/Hz が理論限界であるが，同変調方式を適用した 100 Gb/s/波長の WDM 伝送
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幅中継伝送においては，信号が光増幅器で増幅されるごとに，自然放出光(ASE)雑音が付
























OFDM 方式について述べる．はじめに，光 OFDM 方式について概略を述べる．次に，光
ファイバ伝送路における光 OFDM 信号のサブキャリア数に対する伝送品質依存性をシミ
ュレーションにより明らかにし，100 Gb/s の光 OFDM 信号においては，最大 16 程度の
少数サブキャリア数が最適であることを述べる．次に，16 程度の少数キャリア領域に適し
た光 OFDM 信号のディジタル信号処理と IQ 変調器を用いた生成方法に加えて，DAC の
動作速度に律速されない，光多重技術を合わせて用いる方式について提案する．さらに，
提案方式を用いた 100 Gb/s 伝送実験により光信号のスペクトル狭窄化による周波数利用
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適 応 等 化 ア ル ゴ リ ズ ム と し て 教 師 な し の CMA-MMA(Constant modulus 










明する．次に，1 チャネル当たり 400 Gb/s の 64QAM を用いた光 SC-FDM 信号の波長多
重長距離伝送実験を通じて，ディジタルパイロットトーン方式の非線形補償効果について
検証する．次に C 帯，L 帯全域を用いた 100 Tb/s 大容量波長多重実験により，SC-FDM
方式を用いて光信号の周波数利用効率を 9.1 b/s/Hz まで向上可能なことを実証する． 









160 Gb/s 偏波多重 16QAM 信号を用いた長距離波長多重伝送実験を実施し，その有効性を
明らかにする． 
6 章では，高密度空間分割多重（DSDM：Dense Spatial Division Multiplexing）技術
の適用性を明らかにする．従来では，単一コアシングルモード光ファイバを伝送媒体とし
てきたが，その容量限界とされる 100 Tb/s 容量を超え，容量スケーラブルな光伝送システ
ムを実現するためには，DSDM の適用が有望である．本章では，DSDM 伝送システムに
ついての概略とその課題を説明する．さらに，高周波数利用効率な伝送方式である１波長
当たり 680 Gb/s の偏波多重 16QAM 信号を適用することで，伝送媒体として 32 コアのマ
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